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社会貢献

いま取り組むべき課題は、いま取り組むべき課題は、「統制による企業価値向上」「統制による企業価値向上」

内部統制内部統制の徹底強化により、信頼される企業へ　

グリーンＩＴグリーンＩＴの取り組みにより、企業イメージ向上へ　

企業の社会的責任が問われる時代　

問われる「企業の社会的責任」問われる「企業の社会的責任」

耐震偽装

食品偽装 インサイダー取引

偽装請負

再生紙偽装機密情報漏えい

　揺らぐ　揺らぐ企業への信頼企業への信頼

地球環境問題

ユニバーサル
デザイン

　　膨らむ企業への期待膨らむ企業への期待

地域貢献

１-１．いま企業が取り組むべき課題　　
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企業価値を高めるための真の内部統制
（法対応を超えた業務プロセスの見直しによる企業改革）

日本版ＳＯＸ法に対応するための限定的な統制
（文書化、財務報告に係るプロセスに特化した対応）

これまでの内部統制

これからの内部統制

守りの内部統制守りの内部統制

攻めの内部統制攻めの内部統制

適用範囲拡大 ＩＴの有効活用

内部統制の取り組みに差が出る２００８年　

１-２．これからの内部統制　　
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「財務報告に係る内部統制の評価」の効果
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新視点での商品・サービス開拓につながる

製品やサービスの利用者による評価が高まる

労働環境の改善につながる

従業員の意欲向上、人材育成につながる

格付け機関による評価が高まる

広報・ＩＲ部門等でおこなっている適時開示プロセスの改善につながる

投資家の評価が高まる

企業価値の向上につながる

不正会計等の不正行為の根絶につながる

アカウンタビリティの向上につながる

各部署で行っている受注、購買等の業務プロセスの標準化・効率化につながる

経理部門等で行っている決算・財務報告プロセスの改善につながる

コーポレートガバナンスの有効性が高まる

リスクを洗い出し、対応を行うよい機会である

強くそう思う ややそう思う あまりそうは思わない 全くそうは思わない わからない

内部統制実現による企業価値向上に向けて　

出典：「内部統制に関するアンケート調査結果」（２００７年７月）
　　　　ＮＲＩセキュアテクノロジーズ株式会社

８割以上の企業が８割以上の企業が

内部統制を前向きにとらえている内部統制を前向きにとらえている

単なる法対応への準備を終えた今、
企業価値向上に向けた次のステップへ

１-３．内部統制に対する意識の変化　　
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地球にも、企業にも優しい、グリーンIT　

グリーンＩＴへのグリーンＩＴへの
取り組み取り組み

地球に優しい地球に優しい
一次的効果一次的効果

●消費電力量削減

●無駄の排除

●ＣＯ2削減

企業に嬉しい企業に嬉しい
二次的効果二次的効果

●コスト削減
●企業イメージ向上
●リスク管理
　（調達要件／法的強制）

環境問題は企業が果たすべき社会的責任の一端　

■

 
消費者の意識・行動の変化により、

　

 
環境に配慮した企業の製品やサービスが選ばれる時代選ばれる時代へ

■

 
法的強制力法的強制力を伴なったものへと変化する可能性も　

■

 
エコな企業でなければ生き残れない時代生き残れない時代になる　

１-４．環境問題は企業にとって避けられない課題　
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導入フェーズ　導入フェーズ　 運用フェーズ　運用フェーズ　

●省電力機器の導入　

●サーバ統合

●仮想化

 
　

●計画的な電源制御　

●業務量に応じた

　

 
サーバ構成の最適化　

●設備と連動した省電力運用

●省電力ＰＣの導入

●液晶ディスプレイの採用　

●省電力設定の徹底　

●帰宅後ＰＣの電源ＯＦＦ　

●遊休資産の削減　

マシン室マシン室//
データセンタデータセンタ

オフィスオフィス
部門部門

導入フェーズ　導入フェーズ　 運用フェーズ　運用フェーズ　

導入から運用まで、いまからでも始められる様々な施策　

運用管理運用管理

１-５．様々なグリーンIT対策　
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JP1 が支援する
内部統制、グリーンITへの取り組み

２
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JP1 が支援する内部統制、グリーンITへの取り組み２-１．

企業競争力を高め、コアビジネスに集中するために

省電力視点での運用を統制するための仕掛けを提供し、

運用面からグリーンＩＴへの取り組みを支援　

　　グリーンITへの取り組み　　グリーンITへの取り組み

　　攻めの内部統制の実現　

徹底した効率化と統制プロセスの定着に向けて、

「簡単導入」「自動化」「見える化」を実現　

　　攻めの内部統制の実現　
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攻めの内部統制の実現

３

３-１.　これまでのJP1による内部統制の支援

３-２.　JP1 V8.5 は攻めの内部統制へと発展
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これまでのJP1による内部統制の支援３-１．

ＩＴＩＬ®サービスデスク：ＪＰ１/ＩＭ－ＳＳ

審査・承認を漏れなく行うなど運用プロセスの統制により、

 確実で正しい業務運用を遂行します。

ＩＴ運用プロセスの統制強化

監査証跡管理：ＪＰ１/ＮＥＴＭ/Ａｕｄｉｔ

業務システムにおいて内部統制がきちんと機能していることを

 証明するために必要とされる証跡記録を管理して監査を実現します。

運用実績の記録と管理の容易化

JP1/NETM/Audit ：

 

JP1/NETM/Audit - Manager

JP1/IM-SS ：

 

JP1/Integrated Management - Service Support

正しく運用させる

 ための統制

正しく運用されて

 いるかの証明
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（１） JP1の監査証跡管理
[JP1/NETM/Audit -

 

Manager] 

監査に必要とされるシステムの証跡記録を収集・長期保管。

 システムが正しく運用されていることの証明を支援します。

運用実績の記録運用実績の記録

監査に必要な視点と
業務システムの運用実績の記録

監査に必要な視点と
業務システムの運用実績の記録

監査証跡管理の提供監査証跡管理の提供

「見たい情報」を

 「使いやすい形」で

 収集

 

「見たい情報」を

 「使いやすい形」で

 収集

収集した大量のログ

 をバックアップして

 長期保管

 

収集した大量のログ

 をバックアップして

 長期保管

「いつ」「誰が」「どの権限で」

 「どこから」「何をした」

 という監査の実現

 

「いつ」「誰が」「どの権限で」

 「どこから」「何をした」

 という監査の実現

収集収集 保管保管

監査監査

監査

 
ログ

内部（情報システム部門）・

 
外部監査人・経営者など

システムの変更

業務運用の変更業務業務

システムシステム

（監査に必要な視点） （運用実績の記録）

ユーザ情報の変更

ログ

ログ

人人
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JP1/AJS2 -

 

Manager JP1/AJS2 -

 

DA

ジョブの定義・

 
テスト

業務開発者 ジョブ定義
情報の出力

ジョブ定義情報の
本番環境へのリリース

業務管理者

運用管理者

JP1/AJS2 -

 

Manager

JP1/AJS2 -

 

Manager

本番環境開発・テスト環境

本番環境

業務（ジョブ）の
変更履歴管理の強化

業務（ジョブ）の運用に対する

 
操作履歴管理の強化

監査

 
ログ

監査

 
ログ

【業務運用の変更】
　・ジョブの実行登録
　・ジョブの実行登録の取り消し
　・ジョブの実行スケジュールの一時変更
　・ジョブの実行中断／再実行
　・ジョブの強制終了　など

　

 
業務運用や業務の変更に関して「いつ、誰が、どこから、どんな手段で、何に対して、

 何をした」という記録を監査ログに出力できます。

JP1/AJS2 - Manager ：

 

JP1/Automatic Job Management System 2 - Manager
JP1/AJS2 - DA ：

 

JP1/Automatic Job Management System 2 - Definition Assistant

業
務
の
変
更
履
歴

ジョブの承認

業
務
運
用
の
変
更
履
歴

いつ、誰が、どこから、どんな手段で、
どのジョブ定義を、変更した

いつ、誰が、どこから、どんな手段で、
どのジョブに対して、何をした

（２） 業務の運用実績の記録
[JP1/Automatic Job Management System 2] 
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収集された操作ログ/変更履歴ログを必要に応じて容易に検索、調査することができます。

（３） 業務の運用実績の収集・保管・監査

デフォルトの検索/集計パターンは
製品ごとに分類されて表示され、検索

 
が容易

[JP1/Automatic Job Management System 2] 
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業務サーバＢ業務サーバＡ

これまでは･･･一つずつGUIで

「簡単な操作」で「確認し易く」、
「一括処理」で、確実で効率的な
作業が可能

　DB 　DB
定義情報の移行

・複数の画面で変更箇所をいちいち確認
・画面から１つずつ、または手作業で
テキスト編集してコマンドで更新

♪
♪

これからは･･･一括読み込み＆一括更新

（４） 業務サーバの変更作業を効率よく安全に

日々、発生する業務サーバの変更作業が多くても安心です。JP1/AJS2-DAは

一括処理なので効率的で操作ミスなどがありません。

JP1/AJS2 - DA ：

 

JP1/Automatic Job Management System 2 - Definition Assistant

[JP1/Automatic Job Management System 2 -

 

Definition Assistant] 
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JP1 V8.5 は攻めの内部統制へと発展３-２．

ＩＴＩＬ®サービスデスク：ＪＰ１/ＩＭ－ＳＳ

審査・承認を漏れなく行うなど運用プロセスの統制により、

 確実で正しい業務運用を遂行します。

ＩＴ運用プロセスの統制強化

監査証跡管理：ＪＰ１/ＮＥＴＭ/Ａｕｄｉｔ

業務システムにおいて内部統制がきちんと機能していることを

 証明するために必要とされる証跡記録を管理して監査を実現します。

運用実績の記録と管理の容易化

JP1/NETM/Audit ：

 

JP1/NETM/Audit - Manager

JP1/IM-SS ：

 

JP1/Integrated Management - Service Support

正しく運用させる

 ための統制

正しく運用されて

 いるかの証明

統制プロセスの定着
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ITIL®サービスデスクの強化ポイント３-２．
[JP1/Integrated Management -

 

Service Support] 

構成管理（ＣＭＤＢ）

インシデント担当

サービスサポートＤＢ（作業記録）

問題管理担当

RFC提出エスカレーション

変更管理者、

 
CAB 

リリース管理者

構成管理者

CMDB 
の更新

リリース
依頼提出

構成情報
更新依頼

利用者

ＩＴ資産管理ＤＢ

受注管理システム 出荷管理システム 販売管理システム

問い合わせ、要求 回答、状況報告

事象の検知

インシデントの自動登録

インシデント管理 問題管理 変更管理 リリース管理

CAB：Change Advisory Board
CMDB:Configuration Management DataBase
RFC:Request For Change

案件対応の効率化案件対応の効率化

自動化自動化

・案件登録の自動化

・「優先度」「作業期限」の自動設定

・作業期限の自動通知

・案件登録の自動化

・「優先度」「作業期限」の自動設定

・作業期限の自動通知

運用にあわせた

案件管理の実現

運用にあわせた

案件管理の実現

簡単導入簡単導入

・カスタマイズ性強化・カスタマイズ性強化

運用状況の容易な把握運用状況の容易な把握

見える化見える化

・案件作業履歴の容易な把握

・KPIレポートによる業務プロセスの評価

・案件作業履歴の容易な把握

・KPIレポートによる業務プロセスの評価

案件対応の自動化範囲を拡大し､さらに案件作業履歴の見える化を支援。

　　「無駄」「もれ」「属人性」の排除により､統制のとれた案件処理を実現します。

KPI（key performance indicator）：重要業績評価指標
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案件対応の効率化
モニタリング

[JP1/Integrated Management -

 

Service Support] 

案件作成画面

自動化自動化

案件登録から「優先度」、「作業期限」の設定、作業期限の通知など、

一連の案件管理作業を自動化。案件対応の効率化を実現できます。

３-２.

（１）

メールで

作業期限を自動通知

Point3 Point3 

インパクト・マトリクス

のポリシーに従って、

 ｢優先度｣､｢作業期限｣を

自動設定

Point2 Point2 

入力ミス/設定もれや

案件の沈み込みを防止し、

案件長期化の抑止に

効果を発揮します

Point1 Point1 

案件の自動登録

メール

ＪＰ１イベント

事象の検知

障害
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案件作業履歴の容易な把握　
[JP1/Integrated Management -

 

Service Support] 

案件管理画面（システム視点）

案件管理画面（プロセス視点）
作業状況確認画面

モニタリング

見える化見える化

案件に対する作業内容を時系列で一覧表示。作業の経過と最新の状況を

一画面で容易に確認できます。

３-２.

（２）

いつ、誰が、何をしたかを

 時系列で一覧表示。

添付ファイルも確認可能。

案件を選択して、案件の作業の経過を

一画面ですぐに確認可能。
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今月のインシデント案件の要因の内訳トップ３
ランク 要因名 件数 発生率

1 新規ハードウェア 34 0.24
2 資料不足 21 0.15
3 新規ソフトウェア 13 0.09

集計期間内のインシデント案件の要因の内訳トップ３
ランク 要因名 件数 発生率

1 新規ソフトウェア 353 0.11
2 仕様 344 0.10
3 資料不足 109 0.03

0

50

100

150

200

250

2007/01 2007/02 2007/03 2007/04 2007/05 2007/06 2007/07 2007/08 2007/09 2007/10 2007/11 2007/12

プロセス不良

他社問題

仕様

ユーザミス

資料不足

ドキュメント

既知ハードウェア

新規ハードウェア

既知ソフトウェア

新規ソフトウェア

Aシステム

運用レポート

KPIを数値化可能

・一次サポート解決率

・インシデント解決までの平均所要時間

・作業期限内のインシデント解決率　

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

※

 

KPI（key performance indicator）：重要業績評価指標

Microsoft Excelのマクロ、
集計データをダウンロード

モニタリング

見える化見える化KPIレポートによる業務プロセスの評価
[JP1/Integrated Management -

 

Service Support] ３-２.

（３）

発生したインシデントの情報から、KPIを容易に数値化。

業務プロセスを定量的に評価し、改善に役立てることができます。

インシデントの要因別内訳を

数値化してビジュアルに確認
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障害管理システム

 
問合せ受付システム

運用にあわせた案件管理の実現
[JP1/Integrated Management -

 

Service Support] 

モニタリング

簡単導入簡単導入
３-２.

（４）

システムごとに異なる案件フォームを利用したり、お客様の業務にあわせて

ステータスを容易にカスタマイズ可能。

 お客様の運用にあわせた案件管理を実現します。
障害管理システム用のカスタマイズ例

「ステータス」のカスタマイズ

お客様用語への変更や、

追加・変更・削除が可能。

「案件フォーム」のカスタマイズ

業務にあわせ、システムごとにカスタマイズした

案件フォームを利用可能。
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JP1 V8.5 は攻めの内部統制へと発展３-２．

ＩＴＩＬ®サービスデスク：ＪＰ１/ＩＭ－ＳＳ

審査・承認を漏れなく行うなど運用プロセスの統制により、

 確実で正しい業務運用を遂行します。

ＩＴ運用プロセスの統制強化

監査証跡管理：ＪＰ１/ＮＥＴＭ/Ａｕｄｉｔ

業務システムにおいて内部統制がきちんと機能していることを

 証明するために必要とされる証跡記録を管理して監査を実現します。

運用実績の記録と管理の容易化

JP1/NETM/Audit ：

 

JP1/NETM/Audit - Manager

JP1/IM-SS ：

 

JP1/Integrated Management - Service Support

正しく運用させる

 ための統制

正しく運用されて

 いるかの証明

統制プロセスの定着
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３-２． 監査証跡管理の強化ポイント
[JP1/NETM/Audit -

 

Manager] 

運用実績の記録運用実績の記録

監査に必要な視点と
業務システムの運用実績の記録

監査に必要な視点と
業務システムの運用実績の記録

監査証跡管理の提供監査証跡管理の提供

「見たい情報」を

 「使いやすい形」で

 収集

 

「見たい情報」を

 「使いやすい形」で

 収集

収集した大量のログ

 をバックアップして

 長期保管

 

収集した大量のログ

 をバックアップして

 長期保管

「いつ」「誰が」「どの権限で」

 「どこから」「何をした」

 という監査の実現

 

「いつ」「誰が」「どの権限で」

 「どこから」「何をした」

 という監査の実現

収集収集 保管保管

監査監査

監査

 
ログ

内部（情報システム部門）・

 
外部監査人・経営者など

システムの変更

業務運用の変更業務業務

システムシステム

（監査に必要な視点） （運用実績の記録）

ユーザ情報の変更

ログ

ログ

人人

・監査対象ログを自動収集・監査対象ログを自動収集

監査証跡の収集範囲を容易に拡大し、収集した情報からコンプライアンス上

　　の問題点をすばやく把握。業務プロセスの改善を支援します。

監査対象範囲の

容易な拡大

監査対象範囲の

容易な拡大

簡単導入簡単導入

・任意のアプリケーションや

ミドルウェアまで範囲を拡大

・任意のアプリケーションや

ミドルウェアまで範囲を拡大

傾向分析による

業務プロセス改善支援

傾向分析による

業務プロセス改善支援

見える化見える化

・コンプライアンス対応状況の

傾向や推移をわかりやすく表示

・コンプライアンス対応状況の

傾向や推移をわかりやすく表示
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ＩＴコンプライアンス

[JP1/NETM/Audit -

 

Manager] 

業務システム

監査対象を容易に拡大できる正規化ルールのGUI定義機能を提供。

必要な監査証跡を容易に収集対象とすることができます。

管理サーバ

監査対象範囲の容易な拡大

監査証跡
収集対象

簡単導入簡単導入
３-２.

（１）

任意のアプリケーション

任意のミドルウェア

OS、DB、JP1製品など
一部製品向け標準テンプレート

従来は定義ファイルを

直接編集して対応
正規化ルールのGUI定義画面

ＧＵＩ定義画面で正規化ルールを

作成すれば、監査対象とすることが可能

監査対象を新たに加える

場合の構築時間を従来の

約１/３に短縮
（弊社試算による）

監査証跡収集
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監査証跡の内容を分析し、コンプライアンス対応状況の傾向や推移をわかり

 やすく、見やすいグラフで表示。実行エラーの時系列分布など、　　　　　　　

 業務プロセス上の問題点を見える化し、業務プロセス改善を支援します。

監査対象

管理サーバ

ＩＴコンプライアンス

[JP1/NETM/Audit -

 

Manager] 

傾向分析による業務プロセス改善支援 見える化見える化
３-２.

（２）

監査証跡

業務実行の失敗が急に増加

業務運用に変更がなかったかなど確認

監査証跡の分析
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グリーンIT対応

４

４-１.　オフィスでのグリーンＩＴ対応

４-２.　マシン室／データセンタでのグリーンＩＴ対応

４-３.　仮想環境の運用管理
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オフィスでのグリーンＩＴ対応４-１．

省電力ＰＣの導入および省電力設定状況の把握と徹底を支援

（１）

 
省電力対応ＰＣの導入率および使用状況のレポート（１）

 
省電力対応ＰＣの導入率および使用状況のレポート

（２）

 
効率の良いＰＣの電源管理運用　（２）

 
効率の良いＰＣの電源管理運用　

（３）

 
ＰＣの省電力ポリシーへの適合状況レポートと設定支援（３）

 
ＰＣの省電力ポリシーへの適合状況レポートと設定支援
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ActionAction
PlanPlan

DoDo
CheckCheck

オフィスでのグリーンＩＴ対応のPDCAサイクル４-１．

ＰＣの省電力運用をPDCAサイクルにより継続的に改善できます。

●省電力対応PCの導入計画立案
　・省電力対応PC導入レポート

　・不稼働PCレポート

JP1/NETM で実現JP1/NETM JP1/NETM で実現で実現

●省電力ポリシーの適用
　・PCの省電力設定の徹底

省電力ポリシーに

 
従った設定

●省電力のための統制
　・PCの電源管理運用

電源ON---通常業務---電源OFF 

　8:00　　　　17:00　　　

 

21:00 

PCの電源ON/OFF制御

●省電力対応状況の評価
　・PCの省電力ポリシー適合

 　

 

状況の評価（グリーンレポート）
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オフィスでのグリーンＩＴ対応

 省電力対応PCの導入率および使用状況のレポート

省電力対応CPUを搭載したPCの導入率や、PCの使用状況を部署別に

 レポート出力できます。
オフィスにおける省電力対応状況を的確に把握し、計画的なオフィスの

 省電力化を支援します。

不稼働PCレポート

省電力対応PC導入レポート

オフィスにおける

 不稼働PCの台数を

 部署別に集計

オフィスにおける

 不稼働PCの台数を
部署別に集計

４-１.

（１）

オフィスにおける省電力対応

 PC（省電力CPU搭載PC）の

 導入率をグラフ表示

 

オフィスにおける省電力対応

 PC（省電力CPU搭載PC）の

 導入率をグラフ表示



30© Hitachi, Ltd. 2008. All rights reserved.

オフィスでのグリーンＩＴ対応

 効率の良いＰＣの電源管理運用

指定時刻になったら、JP1/NETM管理下のPCに対して

 一斉に電源OFFのメッセージを送信。一定時間を過ぎたら自動的に電源OFF。

オフィスにおけるPCの省電力運用徹底をはかることができます。

21:00 
（1時間後）

一定時間を過ぎたら

自動的に各PC電源OFF 

一定時間を過ぎたら

自動的に各PC電源OFF 

20:00 

今から１時間後に
電源を遮断します。

今から１時間後に
電源を遮断します。

OK OK ｷｬﾝｾﾙｷｬﾝｾﾙ

指定時刻になったら

電源OFFを各PCに予告

指定時刻になったら

電源OFFを各PCに予告

４-１.

（２）
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オフィスでのグリーンＩＴ対応

 ＰＣの省電力ポリシーへの適合状況レポートと設定支援

オフィスにおける省電力ポリシー（省電力対応CPU搭載PCの導入率など）

 への適合状況を部署別、時系列にレポート出力できます(CSV出力も可能）。

省電力ポリシーに適合していない部署、PCに対して、ポリシーに従った　　

 設定を一括して行うことができます。

４-１.

（３）

ポリシーに不適合な
部署、ＰＣを特定

ポリシーに不適合な
部署、ＰＣを特定

ＰＣ

ＪＰ１／ＮＥＴＭ

省電力ポリシーに従い

モニター電源OFFを一括設定
（※１）

省電力ポリシーに従い

モニター電源OFFを一括設定
（※１）

（※１）JP1/NETM/DMの外部プログラム起動機能を
　　　　使用したＯＳコマンド実行による一括設定。

省電力ポリシーとして

 レポート/設定可能な項目

 　・モニター電源OFF
　・プロセッサ調整

省電力ポリシーとして

 レポート/設定可能な項目
　・モニター電源OFF
　・プロセッサ調整
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ActionAction
PlanPlan

DoDo
CheckCheck

CO2

 

排出51％削減

電源OFF
機能未使用 PC、サーバの電力消費

電源OFF
機能使用

オフィスでのグリーンＩＴ対応

 SI-LCAによるPCの電源管理運用のCo2削減効果
４-１.

（４）

●省電力のための統制
・PCの電源管理運用

電源ON---通常業務---電源OFF 

　8:00　　　　18:00　　　

 

24:00

PCの電源ON/OFF制御

企業規模 本社 PC 100台、工場 PC 50台

対象業務 ソフトウェアやファイルの更新版を配布

評価運用ケース
　　　・通常業務の時間帯は8時から18時。

 　　　・ソフトウェアやファイルの配布作業は深夜（24時）に実施し、
　　　　配布終了後に電源OFF。その後、翌朝8時まで待機状態。

 　　　・本運用を10回/月実施。

※

 

SI-LCA(System Integration-Life Cycle Assessment)

 

　　ｼｽﾃﾑ・ｿﾌﾄ・ｻｰﾋﾞｽ製品のﾗｲﾌｻｲｸﾙにおける環境負荷を評価する手法です。本手法は「平成17年度　情報通信技術（ICT）の環境効率評価ガイドライン」に準拠しています。

評価モデル

Co2削減効果
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マシン室／データセンタでのグリーンＩＴ対応４-２．

稼働サーバおよび消費電力量の最適化により省電力対応を支援

（１）

 
電源効率の良い業務の自動運用　（１）

 
電源効率の良い業務の自動運用　

（２）

 
業務量に応じた実行環境構成の最適化

 
　（２）

 
業務量に応じた実行環境構成の最適化

 
　

（３）

 
温度監視による電源設定制御（３）

 
温度監視による電源設定制御
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マシン室／データセンタでのグリーンＩＴ対応

 電源効率の良い業務の自動運用　

JP1/AJS2とJP1/PWとの連携により、複数サーバの異なる業務開始/終了時間に　

 合わせて、電源ON/OFFを制御でき、効率よく省電力運用を自動化できます。

４-２.

（１）

自
動
電
源
投
入

自
動
電
源
投
入

システム自動運用の１日の流れ（例）

シ
ス
テ
ム
自
動
起
動

シ
ス
テ
ム
自
動
起
動

バ
ッ
チ
運
用
業
務

バ
ッ
チ
運
用
業
務

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
自
動
終
了

シ
ス
テ
ム
自
動
終
了

自
動
電
源
切
断

自
動
電
源
切
断

業務サーバ
（マネージャー）

業務サーバ
（エージェント）

・・・・・

毎日9:00 毎日17:00 毎日20:00

電源投入 電源切断業務実行

ジョブ1

ジョブ2

ジョブ3

ジョブ4

業務サーバ
（エージェント）

集中制御

・ジョブ実行指示

・業務サーバの

 
　電源OFF指示

２２：００２２：００
電源電源OFFOFF

２０：００２０：００
電源電源OFFOFF

毎日8:00 毎日17:00 毎日22:00

電源投入 電源切断業務実行

ジョブ1

ジョブ2

ジョブ3

ジョブ7 ジョブN・・・

電源OFF 電源ON 

ジョブ１ ジョブＮジョブ２

ジョブの終了を

 
待って電源OFF 

ジョブの終了を

 
待って電源OFF 

あらかじめ
設定した
電源OFF時間

あらかじめ
設定した
電源OFF時間

・・・

JP1/AJS2 - Manager ：

 

JP1/Automatic Job Management System 2 
JP1/PW ：

 

JP1/Power Monitor
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ｃ

マシン室／データセンタでのグリーンＩＴ対応

 業務量に応じた実行環境構成の最適化

業務量に応じてシステムの構成を変更・集約することにより、サーバ稼働台数を削減。

 システム全体の処理性能を低下させずに、電力消費量を削減できます。

システム構成の変更は、JP1/AJS2 -

 
SO（シナリオ管理）とJP1/IM -

 
CM（システム情報

 管理）を基盤とした省電力シナリオで実現できます。

業務量 サーバＡサーバＡ サーバＢサーバＢ サーバＣサーバＣ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ①ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ①
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ②ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ② ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ③ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ③

サーバＡサーバＡ サーバＢサーバＢ サーバＣサーバＣ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ②ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ②

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ③ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ③

ON ON ON ON ON ON 

少ない少ない

ON ON OFF OFF 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ①ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ①

多い多い

ON ON 

昼間

夜間

システム構成の変更

 
（省電力シナリオ）

JP1/AJS2 – SO 
　　＋

 

JP1/IM – CM 

JP1/AJS2 – SO 
　　＋

 

JP1/IM – CM 

省電力構成変更シナリオ省電力構成変更シナリオ

業務量が少ない夜間は
システムを集約して

 サーバ稼働台数を削減

 

業務量が少ない夜間は
システムを集約して

 サーバ稼働台数を削減

業務量が多い昼間は
システムを分散させて
運用

業務量が多い昼間は
システムを分散させて
運用

４-２.

（２）

JP1/AJS2 - SO ：

 

JP1/Automatic Job Management System 2 - Scenario Operation
JP1/IM - CM ：

 

JP1/Integrated Management - Central Information Master
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AirSenseモニター

マシン室／データセンタでのグリーンＩＴ対応

 温度監視による電源設定制御

AirSense
TM

 

（※１）との連携により、熱異常/予兆検知をJP1で統合監視でき、

 異常検知後の対応についてもすみやかに行うことができます。

（※１）AirSenseTM：（株）日立製作所ワイヤレスインフォベンチャーカンパニーが開発・販売している小型無線センサ。

 

　　　　　　　　　　　　温湿度、振動、パーティクルなどの環境監視が可能。
（※２）DBS：Demand Based Switching　Intelプロセッサの周波数・消費電力を制御する機能。

データセンタ/マシン室

JP1/IM – RL 
（ルール管理オプション）

JP1/IM – RL 
（ルール管理オプション）

JP1による統合監視（JP1/IM）

・DBS（※２）による省電力モード

 　設定（Power Capping）

 ・構成変更による縮退運転　など

・DBS（※２）による省電力モード

 　設定（Power Capping）
・構成変更による縮退運転　など

状況確認＆
対処ルールの実行

状況確認＆
対処ルールの実行

モニター起動

省電力モード切替ルール省電力モード切替ルール

４-２.

（３）

（凡例）
　　　　　　　手作業
　　　　　　　自動

データセンタ/マシン室
管理者への通知

イベント通知

熱異常検知
リモート通知

熱異常熱異常

AirSense Ware 
（温度監視サーバ）

AirSense Ware 
（温度監視サーバ）

AirSenseTM 

JP1/IM ：

 

JP1/Integrated Management
JP1/IM - RL ：

 

JP1/Integrated Management – Rule Operation 
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仮想環境がグリーンＩＴにも貢献　　　

仮想環境の運用管理４-３．

「大型サーバを仮想化技術と組み合わせて、利用率を向上させることが、
グリーンITに寄与すると言えます。」　　　

 
[引用：Ｉｔpro　SPECIAL　グリーンITに果たす仮想化の役割］

物理サーバと仮想サーバの共存により、ＩＴ運用が複雑化
　　　 構成把握

物理サーバと仮想サーバの混在

障害対応とインパクト管理
発生箇所の特定

最適な性能確保
物理と仮想を加味したチューニング

「大型サーバを仮想化技術と組み合わせて、利用率を向上させることが、
グリーンITに寄与すると言えます。」　　　 [引用：Ｉｔpro　SPECIAL　グリーンITに果たす仮想化の役割］

「・・・利用率が低い小型サーバ群に対してサーバ仮想化技術を適切に活用して大

 型サーバ１台へのサーバ統合を行うことで、電力消費量の合計をおよそ５分の１に

 低減可能という試算が成り立つ。」

　　　　　　　　　　[引用：COMPUTERWORLD　「仮想化時代」に到来する３つのテクノロジー・トレンド　グリーンＩＴ／プロビジョニング／自律コンピューティング］
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仮想環境での障害発生サーバの特定

仮想サーバを業務単位や物理サーバ単位でグルーピングして表示。仮想環境でも、業務への影響

 範囲の確認、対策の必要な障害発生サーバ（物理サーバ）の特定を迅速に行うことができます。

[JP1/Integrated Management] ４-３.

（１）

仮想サーバ１

会計管理

仮想サーバ２

人事管理

目的別監視ビュー

仮想サーバ３

受注管理

仮想サーバ４

仮想化ソフトウェア

Ｊｕｐｉｔｅｒ

（物理サーバ）

Ｍａｒｓ

（物理サーバ）

在庫管理

①①

 

障害発生の通知障害発生の通知

　　

 

⇒⇒

 

障害発生は障害発生は仮想サーバ仮想サーバ単位で通知単位で通知

②②

 

対策の検討と実行対策の検討と実行

　　

 

⇒⇒

 

障害対策には障害対策には物理サーバ物理サーバの特定が必要の特定が必要

　　　　　　

 

exex．．物理サーバのリブート、リソース増設　など物理サーバのリブート、リソース増設　など

業務への影響範囲を確認

障害が発生した仮想サーバから、

影響のある業務をすぐに確認

PointPoint１１

①①

①①

アプリケーション
障害

アプリケーション
障害

②②

障害発生サーバの特定

障害が発生した仮想サーバから、

対策が必要な実際の物理サーバ

をすぐに特定

Point2Point2
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JP1/PFMによる複数仮想サーバの

稼働状況レポート

（CPU利用率の時系列グラフ）

VMwareの例

VM3 

VM2 
VM1 

サーバ仮想環境での性能監視
[JP1/Performance Management] ４-３.

（２）

ゲストOSの稼働情報収集に加え、物理サーバの管理情報を

 レポート出力することで、各仮想空間へのリソース割当てを加味した

 性能・稼働監視が可能。仮想化システムのチューニングなどに利用できます。

物理

 
サーバ

仮想

 
サーバ

CPU 
割当率

メモリ

 
割当率

・・・

host-p1 VM1 50% 33% ・・・

VM2 30% 33% ・・・

VM3 20% 33% ・・・

JP1/PFMによるハイパーバイザ管理情報のレポート

2008/秋
予定

20082008//秋秋
予定予定

仮想サーバ１ 仮想サーバ２ 仮想サーバ３ 仮想サーバ４

仮想化ソフトウェア（VMware）

Ｊｕｐｉｔｅｒ
（物理サーバ）

Ｍａｒｓ

（物理サーバ） JP1/PFM ：

 

JP1/Performance Management 
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今後の方向性

５
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ビジネス価値を最大化する

次世代ＪＰ１

ビジネス価値を最大化する

次世代ＪＰ１

次世代JP1 

攻めの内部統制支援と

 グリーンＩＴへの対応を強化

 　　◆内部統制支援強化

　　◆グリーンＩＴへの対応

攻めの内部統制支援と

 グリーンＩＴへの対応を強化

　　◆内部統制支援強化

　　◆グリーンＩＴへの対応

JP1 V8.5
V8.5 （2008年3月末～）

次期メジャーバージョン

 

（2009年予定）

今後の方向性５-１．

ＪＰ1はお客様のＩＴ運用による企業価値向上を　　
 　　　　支援するために進化し続けます

 

ＪＰ1はお客様のＩＴ運用による企業価値向上を　　
 　　　　支援するために進化し続けます
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ご清聴、ありがとうございました。

出入口

【Ａトラック】講演会場

出入口

【Bトラック】講演会場

出入口 出入口

デモ展示会場

JP1全般

JP1内部統制

JP1グリーンIT

デモ展示会場のご案内

［1A-1］

企業価値を高めるためのIT運用とは

～JP1 V8.5が支援するIT統制、グリーンIT～

現在はこちら
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●画面表示をはじめ、製品仕様は、改良のため変更することがあります。　　

本製品を輸出される場合には、外国為替および外国貿易法並びに米国の
輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。
なお、ご不明な場合は、弊社担当営業に お問い合わせください。

●他社商品名、商標等の引用に関する表示

• AirSenseTMは株式会社日立製作所の商標です。
• ITIL（IT Infrastructure Library）は、英国および欧州連合各国における英国政府OGC（Office of Government 

Commerce）の商標または登録商標です。
• Intel、およびvProは、アメリカ合衆国およびその他の国におけるインテル

 

コーポレーションまたはその子会社の

 
商標または登録商標です。

• Microsoftは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
• Microsoft Excelは，米国Microsoft Corp.の商品名称です。
• VMware, Virtual SMP,

 

VMotionは，VMware, Inc.の米国および各国での登録商標または商標です。
• その他、本資料に記載の会社名、製品またはサービス名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。
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